
①

られ=απ tt απ+β より,απ=うη―απ―β
また,απ+1=われ+1-α (π +1)一 βなので,漸

化式に代入すると,

ιη+1-α (π +1)一β=2(ろ2-απ―β)-222+1

うπ+1=2う″―(α +2)π +α ―β+1

よって,数列 {わ″}が等比数列になるための条件は,

α+2=0か つ α―β+1=0

したがって,α =-2,β =-1
(2)(1)よ り,ι″=αη-2%-1とおけば

,

磁¬ =2b″ (― Type ② の漸化式)

数列 {ιπ}は,初項ιl,公比 2の等比数列なので
,

うη=ろ 12π

~1

=(αl-2・ 1-1)2η l

=-2η
~1

したがって,αη-2π -1=-2れ 1

%=-2π  l+2π +1
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前半部分がやや難 しいですが,い ったん変形が

完成すると,後はとてもスムーズです:全体的に

は 例 題 1 1こ 比べてかなり簡単に解けたと思い

ます

しかしながら,こ の 例 題 2で気になるのは

最itl」 の部分です なぜ,夕π=αη+απ tt βと置き

換
ぅ去身3を二:[11;iう

か? 
化徴Iヽ

?

笏  例 題 2の 変形の秘密

例えば, 基本である Type ③ の漸化式

αれ+1-2απ-2

をそもそもどのように解いたのか思い出してみよ

う それは,

αη+1-α =2(ら 一α)

■―や、7“

皮ん
という形に変形できた,と 想定して考えたのでした
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この式を展開すると

の.1=2の 一α

となり,%+1=2απ-2と 係数比較 して,α =2
したがって,

%+1-2=2(αη-2)

となったのでした 一般に,

α″+1=p%+,

♭π+1=2磁

ttサ tヽ

t幌
鷲壕形!|

というチョ～シンプルなllII化式にたどり着くからで

す そのためには,  ア  にはαπ tt βのπを

π+1に換えた式α(π +1)+β が入ればよいので

すよって,″
tぅソふF万りく1とぃぅtじひす。

θRい無乏たよ
フム7ム

の場合 に同様 の作業 をす ると,内 緒の計算式

(α =pα tt c)が導かれ,こ の方程式を解いて

αを求めて変形したのでした

の+1=2αη-2π +1の場合も全く同じように考

えるのです つまり,

でしようか まず,「定数」が入ることはありませ 築
「

●
ん なぜなら展開したときにαπ+1=2αη-2π +1
にならないといけないのに,「定数」だと -2π +1
蝕 てこないからです よって,ア ,□
には%の式が入るはず では,どんなπの式なの

か 展開したときにπの1次式-2π +1になるん 1リヤ1黎わ

[警,Ifriりlirll,[事選ifメ
でしよう

  cフ
よつて, とりあえず,  イ  =απ+β として

みましょう

ら+1+     ア     =2{αη+ απ+β
}

この とき,  ア  にはどんな式が入るで しよう

か もしαれ十απ+β =う″と置いたときに,

の+1+ ア =場 +1と おけたらムチャクチャ

都合が良いです なぜなら,
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これが, 例 題 2の 変形の背景です このよう

な理想的な変形が可能かどうかは,α ,β がきちん

と確定するかどうかにかかっており, 例 題 2の

(1)は ,実際に α,β を求めることからスター トし

ているのです (1)の 問題文をもう一度よく読むと

「う″=αη tt απ+β とおいて,数列 {b″ }が等比数

これまでの手法をまとめておこう

列になるように定数α,β の値を求めよ Jと あり

ます つまり,等比数列という理想的な形になるよ

うにするためには,α ,β をどのように定めればよ

いか, と聞いているのです

その理想的な形が

αη+1+α (π +1)+β =2(α″+αη+β )

というわけです つまり,αη■1=2αη-2κ +1が
このような形に変形できるのだから,係数比較 して

α,β を求めたのです

この考え方はなかなか難 しく,簡単には理解で

きないかもしれませんが,実際の入試問題では, こ

の思考過程がよく出題されるんですね (と くにセン

ター試験で)時 間がかかっても良いので, じっく蛯えてマな一区ほ畔え方で■
2嶋づ

漸化式απ+1=3αれ+4η において,ス贅毎じ土↓∫
置き』ミえた式α″+2=3αη+1+4(4+1)を 考えて

,

辺々 を引くと,

そもそも今回の漸化式 απ+1=2αη-2π +1を 解 くにあたっての最大の関門は「末尾の -2κ +1の πを

どうやって消去するのかJと いうことでした そこで,次のような 2通 りの方法で -2π +1の πを消去し

ます

解法① は分かりやすい漏 算がメンドウ,匝法 回 は考え方がややこしぃがストレー トにできる
,

どちらも一長一短ですね できれは両方の解法をマスターしてほしいところ

でも,た いていの場合は誘導が付いており,そ の誘導に従えば解けるようになっています ノーヒントで

出題されることはほとんどありません

しかしながら,そ の誘導が何を意味するのか,そ の背景が分かつていないと,自 分が何をやろうとしてい

るのかが見えず,い まひとつピンと来ないでしょう

これらの誘導を見たときに,「 ああ,あ の解法でやろうとしてるんだな」という意識を持つことが重要で

す 式の意味や解法の背景を全く知らずに解くのと,あ る程度,意味を理解した上で解くのとでは,ずいぶ

11^%デ ?

ん違うと思いますよ クルぃは・ケヤ
それでは次の問題をノーヒントで 2通 りの方法で

解いてみよう

1 例 題

l     αl

次の漸化式を解け

=1,  απ+1 =3α″+4π αη+2
αη+1

十

十

一一
〓

3αη+1
3α″

4(π +1)
タ

αη+2~απ+1=3(α″+1-α2)+4 ……・(※ )

竹が,古えた!!

Pointく (rll化式αη+1=pα″+(π の整関数)の解法

解法① πのレ勺レを1コ あげて辺 を々]き ,階差数列に持ち込む ― 真面日にコツコツ型

解法 ②  理想的な形に変形できたと仮定 (予想)して一気にやる  一 理想追求型

01 真面 Elに コツコツ型


